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水
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ザ
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説
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関
す
る
質
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主
意
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令
和
元
年
秋
の
台
風
第
十
九
号
は
各
地
に
大
規
模
水
害
を
及
ぼ
し
、
約
九
万
棟
の
住
宅
が
被
災
し
た
。
こ
の
よ
う
な
中
、
令

和
二
年
一
月
二
十
七
日
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
に
お
い
て
、
赤
羽
国
土
交
通
大
臣
は
、
不
動
産
業
者
に
対
し
、
水
害
リ
ス
ク
に

係
る
説
明
を
不
動
産
取
引
上
の
重
要
事
項
説
明
と
し
て
義
務
付
け
る
方
向
で
し
っ
か
り
進
め
て
い
く
と
答
弁
し
、
対
策
は
強
化

さ
れ
る
方
向
で
検
討
さ
れ
て
い
る
。 

 

こ
れ
ま
で
も
不
動
産
取
引
時
の
重
要
事
項
説
明
は
大
規
模
災
害
が
発
生
す
る
ご
と
に
追
加
さ
れ
て
お
り
、
土
砂
災
害
警
戒
区

域
内
、
造
成
宅
地
防
災
区
域
内
、
津
波
災
害
警
戒
区
域
内
が
加
わ
っ
て
い
る
。 

 

し
か
し
、
水
害
リ
ス
ク
に
関
し
て
は
、
平
成
二
十
七
年
水
防
法
改
正
に
伴
い
想
定
最
大
規
模
降
雨
に
よ
る
浸
水
リ
ス
ク
に
対

応
し
て
浸
水
想
定
区
域
が
指
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の
の
、
未
だ
未
対
応
の
都
道
府
県
が
あ
る
。
ま
た
、
水
防
法
に
基
づ

く
浸
水
想
定
区
域
の
指
定
対
象
が
洪
水
予
報
河
川
及
び
水
位
周
知
河
川
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
中
小
河
川
に
お
い
て
は
水

害
リ
ス
ク
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
あ
る
。
一
方
で
、
浸
水
想
定
区
域
の
制
度
と
は
別
に
、
都
道
府
県
独
自
の
取
組

と
し
て
洪
水
予
報
河
川
及
び
水
位
周
知
河
川
以
外
の
浸
水
リ
ス
ク
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
な
ど
、
地
域
に
よ
っ

て
入
手
可
能
な
水
害
リ
ス
ク
情
報
に
差
異
が
あ
る
。
加
え
て
、
地
震
に
つ
い
て
の
災
害
リ
ス
ク
は
重
要
事
項
説
明
に
含
ま
れ
て



 

２ 

 

い
な
い
な
ど
、
災
害
リ
ス
ク
の
説
明
内
容
に
つ
い
て
、
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。 

 

以
上
を
踏
ま
え
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

一 

水
害
リ
ス
ク
に
係
る
重
要
事
項
説
明
に
つ
い
て
は
、
水
防
法
に
基
づ
く
想
定
最
大
規
模
降
雨
に
よ
る
浸
水
リ
ス
ク
に
対
応

す
る
と
と
も
に
、
都
道
府
県
独
自
の
取
組
も
含
め
可
能
な
限
り
中
小
河
川
の
浸
水
リ
ス
ク
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。
政
府
は
「
水
害
リ
ス
ク
に
係
る
説
明
を
不
動
産
取
引
上
の
重
要
事
項
説
明
と
し
て
義
務
づ
け
る
」
と
述
べ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
想
定
最
大
規
模
降
雨
に
対
応
し
た
浸
水
リ
ス
ク
を
前
提
と
し
た
も
の
か
。
水
害
リ
ス
ク
に
係
る
重
要
事
項
説
明
は
ど

の
よ
う
な
内
容
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。
重
要
事
項
説
明
に
当
た
っ
て
は
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
活
用
さ
れ
る
の
か
。 

二 

浸
水
想
定
区
域
及
び
水
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
、 

 

１ 

都
道
府
県
の
管
理
す
る
河
川
の
浸
水
想
定
は
、
洪
水
浸
水
想
定
区
域
が
指
定
さ
れ
た
河
川
数
の
う
ち
二
割
が
法
律
で
定

め
る
想
定
最
大
規
模
降
雨
に
よ
る
浸
水
リ
ス
ク
に
対
応
し
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
水
害
リ
ス
ク
に
係
る
重
要
事
項
説
明

と
し
て
浸
水
想
定
区
域
内
で
あ
る
こ
と
の
説
明
を
義
務
付
け
た
と
し
て
も
、
一
部
の
区
域
で
は
説
明
か
ら
漏
れ
か
ね
な

い
。
想
定
最
大
規
模
降
雨
に
よ
る
浸
水
想
定
区
域
の
指
定
は
い
つ
ま
で
に
完
了
す
る
見
込
み
か
。 

 
 
 

ま
た
、
想
定
最
大
規
模
降
雨
に
よ
る
浸
水
想
定
区
域
が
指
定
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成



 

３ 

 

や
修
正
の
遅
れ
が
原
因
と
な
っ
て
、
都
道
府
県
が
作
成
す
る
浸
水
想
定
区
域
図
と
市
町
村
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
お
け
る

浸
水
想
定
区
域
図
が
異
な
っ
て
表
示
さ
れ
て
い
る
事
例
も
あ
る
が
、
い
つ
ま
で
に
解
消
す
る
見
込
み
か
。 

 

２ 

こ
こ
数
年
の
水
害
で
は
、
水
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
お
い
て
浸
水
を
予
想
し
た
区
域
と
実
際
に
浸
水
し
た
区
域
に
差
が

見
ら
れ
た
。
想
定
最
大
規
模
降
雨
に
よ
る
浸
水
想
定
区
域
の
指
定
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
う
し
た
実
際
に
浸
水
し
た
区
域
の

ズ
レ
に
よ
り
漏
れ
て
い
た
区
域
を
全
て
含
む
も
の
と
な
る
の
か
。 

 

３ 

都
道
府
県
が
管
理
す
る
中
小
河
川
に
は
、
水
防
法
に
基
づ
く
浸
水
想
定
区
域
の
指
定
対
象
外
河
川
が
存
在
す
る
。
国
土

交
通
省
は
、
都
道
府
県
に
対
し
浸
水
想
定
区
域
の
指
定
対
象
と
な
る
水
位
周
知
河
川
等
の
指
定
の
拡
大
を
要
請
す
る
と
と

も
に
、
簡
易
的
な
手
法
に
よ
る
リ
ス
ク
評
価
に
関
す
る
手
引
き
を
令
和
二
年
五
月
に
改
訂
し
、
浸
水
が
想
定
さ
れ
る
範
囲

の
周
知
を
促
す
予
定
と
聞
く
。
本
年
に
も
台
風
等
に
よ
る
風
水
害
が
あ
る
か
も
し
れ
ず
、
改
訂
さ
れ
た
リ
ス
ク
の
評
価
手

法
を
用
い
た
中
小
河
川
の
リ
ス
ク
評
価
を
急
ぐ
べ
き
と
考
え
る
が
、
簡
易
的
な
手
法
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
作
成
に
か
か
る
期
間
や
費
用
等
に
つ
い
て
、
ど
れ
程
の
効
果
が
見
込
ま
れ
る
の
か
。 

 

４ 

水
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
対
象
外
自
治
体
が
存
在
し
て
い
る
中
、
内
水
氾
濫
が
各
地
で
生
じ
て
い
る
こ
と
を
受
け

て
、
内
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
を
進
め
る
よ
う
全
て
の
都
道
府
県
と
全
て
の
基
礎
自
治
体
に
通
知
し
た
と
報
道
さ
れ



 

４ 

 

て
い
る
が
、
内
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
は
い
つ
ま
で
に
完
了
す
る
見
込
み
か
。 

 

５ 
基
礎
自
治
体
で
は
水
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
に
よ
る
財
政
負
担
が
課
題
と
さ
れ
る
。
水
位
周
知
河
川
等
の
指
定
の

拡
大
に
伴
い
新
た
に
作
成
義
務
が
生
じ
る
自
治
体
の
増
加
や
内
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
促
進
等
に
対
応
し
、
更
な
る

財
政
支
援
は
行
う
の
か
。
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
の
効
果
促
進
事
業
に
位
置
付
け
る
こ
と
に
よ
り
、
自
治
体
の
一
般

財
源
の
負
担
は
ど
こ
ま
で
補
填
さ
れ
る
か
。 

三 

高
潮
浸
水
想
定
区
域
や
津
波
浸
水
想
定
、
内
水
浸
水
想
定
区
域
に
つ
い
て
は
、
不
動
産
取
引
時
の
水
害
リ
ス
ク
の
説
明
義

務
に
含
む
予
定
か
。 

四 

不
動
産
取
引
時
の
水
害
リ
ス
ク
の
説
明
義
務
化
に
つ
い
て
、
不
動
産
業
者
へ
の
周
知
が
必
要
な
た
め
、
導
入
時
期
は
未
定

と
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
義
務
化
前
で
も
説
明
す
る
不
動
産
業
者
が
い
る
一
方
で
、
説
明
を
し
な
い
不
動
産
業
者
も
存

在
す
る
こ
と
と
な
る
。
義
務
化
す
る
ま
で
の
こ
う
し
た
業
者
間
の
格
差
に
つ
い
て
ど
う
対
応
す
る
の
か
。 

五 

地
震
に
つ
い
て
の
災
害
リ
ス
ク
は
不
動
産
取
引
時
の
重
要
事
項
説
明
に
含
ま
れ
て
い
な
い
。
契
約
者
が
地
震
発
生
の
リ
ス

ク
に
つ
い
て
も
認
識
で
き
る
よ
う
、
例
え
ば
損
害
保
険
料
率
算
出
機
構
が
定
め
て
い
る
地
震
保
険
基
準
料
率
に
お
け
る
建
物

所
在
地
に
よ
る
区
分
に
つ
い
て
、
説
明
す
べ
き
重
要
事
項
に
加
え
る
な
ど
の
対
策
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。 



 

５ 

 

 
右
質
問
す
る
。 


